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道路に関する最近の動向

平成２５年６月２０日

中国地方整備局 道路部

資料－２
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Ｈ２５年度 中国地方整備局予算概要

道路に関する最近の動向

《配分方針》

（１）平成２５年度国土交通省関係予算については、「日本経
済再生に向けた緊急経済対策」（平成２５年１月１１日閣
議決定）に基づき、「復興・防災対策」、「成長による富
の創出」及び「暮らしの安心・地域活性化」の３分野に重
点化した予算を計上したところである。

（２）これを踏まえ、一般公共事業等予算の配分にあたって
は、命と暮らしを守る防災・減災対策、老朽化対策の推進
に加え、基幹的交通インフラ等の整備推進を図り、我が国
の成長のための基盤を強化するとともに、地域活性化等の
課題に適確に対応する。
具体的には、
・道路・河川管理施設等の総点検、老朽化対策等
・社会資本の適確な維持管理・更新に向けた取組
・地域における総合的な老朽化対策、防災・減災対策の
集中的支援（防災・安全交付金）

・物流ネットワークなど基幹ネットワークの整備
・成長力強化のための社会資本の総合的整備（社会資本
整備総合交付金）

などについて、地域の実情や要望等を勘案し配分を行う。

《予算の規模》

中国地方整備局関係予算総事業費 ４，６８１億円
直轄事業費 １，７７５億円
補助事業費 ２，９０６億円

＜内 訳＞
・河川関係 ４０４億円
・道路関係 １，３７３億円
・港湾空港関係 ２００億円
・都市・住宅関係 ５０億円
・営繕関係 １０億円
・社会資本総合整備 ２，６４５億円 ※１

※１）社会資本総合整備は、「社会資本整備総合交付金」
及び「防災・安全交付金」の事業費を合計したもの。

国土交通省全体事業費(配分額) ７兆２，５５０億円
直轄事業費 ２兆３，０８６億円
補助事業費 ４兆９，４６４億円
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Ｈ２５年度予算 （中国地整の事業費推移）

道路に関する最近の動向

・平成１５年度以降、中国地方整備局管内の予算は年々減少傾向
・平成２５年度は平成１５年度の０．５８倍（４２％減）
・平成２５年度当初予算は、対前年比０．９８倍(平成２４年度に地域自主戦略交付金を加えて比較)

※地域自主戦略交付金(内閣府予算)が廃止され、社会資本総合整備に組み込まれたため

※地域自主戦略交付金事業費は配分国費をもとにした推計値である。

(0.98倍)

(1.17倍)
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H23.12
「高速道路のあり方検討有識者委員会」中間とりまとめ
Ⅰ.ネットワークのあり方

・明確なプライオリティに基づく戦略的整備
・今後の整備・管理の利用者負担の方向性

Ⅱ.今後の料金制度のあり方
・今後の料金制度の基本的な考え方
・料金制度にかかる当面の課題

道路に関する最近の動向

高速道路などのあり方に関する検討（国土幹線道路部会・検討体制）

〔 高速道路などのあり方に関する検討 〕〔 道路に関する検討体制 〕

H24.6
「道路分科会」 建議中間とりまとめ

道が変わる、道を変える

～ひとを絆ぎ、賢く使い、そして新たな価値を紡ぎ出す～

H24.11
「社会資本整備審議会 道路分科会」に諮問

「今後の国土の幹線となる道路に関する制度等のあり方」について
（主な検討内容）
・利用者にとって分かりやすく、かつ、経済活動を支え、既存ス
トックの有効活用を図るなどの今後の料金制度のあり方

・民間活力活用を含め適切な維持更新を図る枠組 等

社会資本整備審議会

道路分科会

国土幹線
道路部会

反映

基本政策部会

有料道路部会

幹線道路部会

事業評価部会

地方小委員会

改
編

つな つむ

○ミッシングリンクを解消しつつ創り上げた国土幹線道路ネットワークを、最大限の有効利活用を図り、
機能を維持・更新していくことが重要。

○利用者にとって分かりやすい料金制度のあり方等の課題について、議論を深め、今後の国土幹線
道路の制度等のあり方を幅広く検討する。

H25.6 中間答申(案)について
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国土幹線道路部会 中間答申（案）のポイント
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国土幹線道路部会 中間答申（案）のポイント
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【凡例】

供用区間
(一般部等含む)

事業区間

計画区間

高
規
格

幹
線
道
路

山陰自動車道

134／380km 35％

【高規格幹線道路の整備状況】

東広島・呉自動車道

24／33km 73％

Ｎ

山 口

島 根

広 島

岡 山

鳥 取

【各県毎の高規格幹線道路の整備率】
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資料/中国地方整備局（平成25年4月現在）

※中国管内として算出
※一般国道373号 志戸坂峠道路を含む。

※島根県：益田道路L=2.8km（一般部）
は供用延長に含まない。

一般部

※整備率は、H25.4月現在で算出

中国横断自動車道尾道松江線

106／137km 77％

中国横断自動車道姫路鳥取線

52／52km 100％

中国横断自動車道岡山米子線

107／128km 84％

H25年度供用予定
（吉舎IC（仮称）～三次東JCT・ＩＣ ）

H25年度供用予定
（鳥取IC～鳥取空港IC（仮称）

H25年度供用予定（湯里IC（仮称）～福光IC（仮称））
H26年度供用予定（仁摩IC（仮称）～湯里IC（仮称））

H25年度供用予定
（赤碕中山IC～名和IC）

H26年度供用予定
（世羅IC～吉舎ＩＣ（仮称） ）

H26年度供用予定（熱田IC（仮称）～西村IC（仮称））
H28年度供用予定（西村IC（仮称）～三隅IC（仮称））

Ｈ
２
６
年
度
供
用
予
定

（黒
瀬
Ｉ
Ｃ
～
馬
木
Ｉ
Ｃ
）

・中国地方の高規格幹線道路の整備率は81％。そのうち、山陰道は35％の整備状況。
・平成24年度は、中国横断自動車道姫路鳥取線（大原IC～西粟倉IC：約9km）が供用し、中国縦貫自動車道以北が全線開通。
・また、中国横断自動車道尾道松江線（三次東JCT・IC～吉田掛合IC：約49km）も供用し、中国縦貫自動車道以北が全線開通。
・平成25年度は、中国横断自動車道尾道松江線（吉舎IC（仮称）～三次東JCT・IC：約10km）が開通予定。

道路に関する最近の動向

中国地方における高規格幹線道路の整備状況
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中国地方における平成２５年度の道路調査の見通し（H25.5.15公表）

その他の区間についても、当該地域の交
通状況、社会経済状況や道路網の課題等を
調査し、地域の道路網の中での必要性・緊
急性の整理等を進めることとしています。

また、渋滞や交通安全など、地域におけ
る道路交通に関する課題、サービスレベル
を把握するためのデータ収集・分析などの
基礎的な調査を実施します。

道路調査の流れ

新規事業化

都市計画・環境アセスメントを進めるための調査

新規事業採択時評価

概略ルート・構造の検討

（計画段階評価を進めるための調査）

詳細ルート・構造の検討

（都市計画・環境アセスメントの準備を行う調査）

地域のネットワークの課題の調査
路線の必要性・効果の調査

優先区間の絞り込み調査

概略ルート・構造の検討
（計画段階評価を進めるための調査）

○島根県 山陰道 福光～江津
○鳥取県 山陰道 はわい～大栄東伯

【主な調査箇所】

優先区間の絞り込み調査

○島根県・山口県 山陰道 須子～萩
○山口県 山陰道 三隅～小月
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道路法等の一部を改正する法律案

○道路の老朽化や大規模な災害の発生の可能性等を踏まえた道路の適正な管理を図るため、予防保全
の観点も踏まえて道路の点検を行うべきことを明確化

○大型車両の通行経路の合理化と併せた制限違反車両の取締り強化、防災上重要な経路を構成する道
路の無電柱化の促進、災害時の道路啓開の迅速化等の所要の措置を講ずる。

背景 改正の概要
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道路ストックの総点検

○対 象

道路法第３条に規定する道路の道路施設（橋梁、トンネル、舗装、
のり面工・土工構造物、横断歩道橋、道路附属物）
※ 道路利用者及び第三者被害の影響が大きいと想定される

幹線道路に主として適用

出典「社会資本の維持管理・更新に関し当面講ずべき措置」平成25 年3 月21 日
社会資本の老朽化対策会議 議長；国土交通大臣 （抜粋）

橋梁

のり面 道路附属物土工構造物

舗装

「道路ストックの総点検の実施について」
地方公共団体におかれても別途通知する総点検の実施のための要
領を参考に、積極的に総点検を推進するようお願いする。

総点検の説明会 4/8岡山県、4/9山口県、5/16広島県

【参考】中国地方の自治体における点検実施状況 (Ｈ２５．３．３１現在)
① ②

対象
⾃治体数

実施済
実施中

Ｈ２５
実施予定

①+②

橋梁 112 92.9% 7.1% 100.0%

トンネル 70 51.4% 44.3% 95.7%

舗装 112 9.8% 65.2% 75.0%

法⾯・盛⼟・擁壁等 110 8.2% 52.7% 60.9%

道路付属物 112 13.4% 48.2% 61.6%

※広島市内で発生した橋梁からのコンクリート片の落下を受け、広島
市を含む広島県内１９市町村が緊急点検に着手。

落下、倒壊等による第三者被害を防止するため、老朽化したトンネル・橋梁等をはじめとした道路施設
の総点検を速やかに実施し緊急的な補修など必要な対策を講ずる。
直轄国道については、平成25年度内に総点検・緊急修繕を実施する。

道路に関する最近の動向
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地域の主要渋滞箇所の選定

道路に関する最近の動向

・各県内における道路の渋滞対策を効率的に進めていくために、「県道路交通渋滞対策部会」※において、統一的なデータを活用
した渋滞箇所の把握方法について検討しました。
・このたび、検討結果を踏まえ、道路利用者のみなさまからの意見を参考にさせていただき、「地域の主要渋滞箇所」を選定しまし
た。

県、県警本部、市、西日本高速道路株式会社、本州四国連絡高速道路株式会社、
高速道路公社、国土交通省中国運輸局、中国地方整備局

※「県道路交通渋滞対策部会」の構成員

これまでの取り組み

・統一的データに基づき、渋滞発生箇所を抽出
・地域における交通特性を考慮した抽出方法を検討

素案の選定

・道路利用者が実感している渋滞箇所を抽出
・最新データや現地状況により渋滞状況を確認

パブリックコメントの実施（地域・道路利用者等の意見）

【高 速】 １２箇所

【一般道】 ３５０箇所 ※中国地方整備局管内（H24年度選定箇所）

「地域の主要渋滞箇所」の選定

・民間プローブデータにより
道路の走行状態を把握

・速度低下等の走行状態を
客観的かつ効率的に把握

最新技術の有効活用

【プローブデータの活用事例】
期間・時間帯を任意に設定して速度データを分析することが可能。

例.広島市中心部の主要渋滞箇所

今後継続的に見直しを実施

※パブリックコメント意見数：約1,000（H24年度）
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○相次いで登下校中の児童生徒等が巻き込まれる交通事故が起きていることを踏まえ、通学路にお
ける交通安全の確保を図るため、文部科学省、国土交通省、警察庁の連携の下、平成２４年８月
末を目途に学校、ＰＴＡ等による危険箇所調査に基づく緊急合同点検を実施。

○緊急合同点検の結果、対策必要箇所について平成２４年１１月末迄に対策案を策定、順次対策を
実施。

広島市公表例

◆中国地方【平成25年2月28日公表状況】

都道府県 公表対象市町村数 公表済市町村数 対策必要箇所数

31 鳥取県 19 16 641

32 島根県 19 18 665

33 岡山県 26 12 924

34 広島県 23 18 1,588

35 山口県 19 14 1,153

合計 106 78 4,971

73.6%

（広島市HPより）

通学路等の交通安全対策 （緊急合同点検の実施と対策状況）

道路に関する最近の動向


